
健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます
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第27回日本医療情報学会春季学術大会
ＣＯＩ開示

演題名 ： 医療機関のための電子処方箋の基礎知識

筆頭演者名 ： 新垣 淑仁

私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありません。
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Agenda
• はじめに

• 電子処方箋 医療現場で想定される運用上の留意点

• 電子処方箋 関連コンテンツのご紹介

• 電子処方箋 今後の機能拡充スケジュールについて
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はじめに
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従来、紙の処方箋に記入していた処方内
容 と調剤内容が電子化される

処方内容と調剤内容を管理するシステム
「電子 処方箋管理サービス」をクラウド
上に構築し、 本システムを経由して医療
機関・薬局間で情報をやり取りし、情報
が蓄積される

電子処方箋管理サービスは、マイナポー
タルや電子版お薬手帳アプリとも情報を
連携される （予定）

5

電子処方箋とは
電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行う仕組みであるほか、複数の医療機関や薬局で直近に
処方・調剤された情報の閲覧、それらを活用した重複投薬チェックなどを行えるようになります。

出典：電子処方箋の概要案内（令和4年7月5日掲載）

POINT 1

POINT 2

POINT 3
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電子処方箋 導入のメリット(病院・診療所)
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出典：電子処方箋の概要案内
（令和4年7月5日掲載）
〇病院・診療所向け
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電子処方箋とは
政府の中での位置づけ データヘルス改革、3つのACTIONの中のひとつ

出典：202２年7月25日 厚生労働省「そうだったのか、電子処方箋」
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000975529.pdf)
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医療DXの推進に関する工程表〔全体像〕

8

出典：令和５年６月２日 医療ＤＸ推進本部決定
(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/pdf/suisin_zentaizo.pdf)
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医療DXの推進に関する工程表(抜粋)
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出典：資料２ 第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料(令和5年6月8日)より
(https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001104499.pdf)
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医療機関・薬局における電子処方箋システムの導入状況
(２０２３/6/18時点)

出典：電子処方せん対応の医療機関・薬局についてのお知らせ
(https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/denshishohousen_taioushisetsu.html)

408 施設22,019 施設



ⓒ JAHIS 2023

電子処方箋 関連コンテンツのご紹介
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電子処方箋 概要案内＆メリット説明動画
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出典：電子処方箋 運用開始に向けて役立つ資料より
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001076297.pdf)
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電子処方箋 運用マニュアル＆利用方法説明動画
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出典：電子処方箋 運用開始に向けて役立つ資料より
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001076297.pdf)
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電子処方箋 準備作業の手引き＆チェックリスト
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出典：電子処方箋 運用開始に向けて役立つ資料より
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001076297.pdf)
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(厚生労働省提供)電子処方箋導入に向けた準備作業の手引き
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出典：電子処方箋導入に向けた準備作業の手引き令和5年3月 1.3版
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001085305.pdf)

電子処方箋導入に関する大まかな作業の流れを把握することができます
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医療機関・薬局向け 電子処方箋ポータルサイト
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(URL：https://iryohokenjyoho.service-now.com/csm?id=csm_index)

こちらから電子処方箋関係の各種申請ができます
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補助金情報(医療情報化支援基金の補助率の見直し)
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出典：医療機関・薬局向けの電子処方箋システムの導入に係る補助金の情報 医療情報化支援基金(2023/4/18更新)
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001088105.pdf)
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補助金の申請手続き
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⚫ 申請条件 及び完了日
オンライン資格確認等システムを運用した上で、電子処方箋管理サービスを利用できるシステムの環境整備が
完了していることが条件です。この「電子処方箋管理サービスを利用できるシステムの環境整備が完了した日」が
「事業完了報告書」に記載いただく「完了日」となります。

⚫ 各種申請様式等
補助金交付に必要な様式等、「補助金交付申請書」「領収書内訳書」「事業完了報告書」となります。
※ポータルサイトから申請する場合、ポータルサイト上で入力可能となるため、 「補助金交付申請書」「事業完了報告書」は不要です。

⚫ 補助金申請期間
令和7年3月31日までに電子処方箋管理サービス等関係補助事業を完了して、令和7年9月30日までに申請してください。

補助金申請の準備をされている医療機関・薬局の皆さま、
運用開始日の入力はお済ですか。

まだお済でない方はこちらから入力をお願いいたします。
⇒ 電子処方箋の運用開始日入力

https://iryohokenjyoho.service-now.com/csm#item1
https://iryohokenjyoho.service-now.com/csm?id=kb_article&sys_id=4267900bdb65ad10d17cf165f396192a&sysparm_category=b24c3e06db7b415094889082f39619c4&spa=1
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電子処方箋 その他 患者向けの周知広報資材情報等
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出典：電子処方箋 運用開始に向けて役立つ資料より
(https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001076297.pdf)
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医療現場で想定される運用上の留意点
院外処方箋がどのように変わるのか？
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電子処方箋のスコープ

これまで

電子処方箋/紙の処方箋が選択可能

変更なし(従来と同様の運用になります)

電子処方箋運用開始以降
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⚫ 院外処方箋

紙の処方箋

⚫ 院内処方箋

(入院・退院時含む)

紙の処方箋
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院外処方箋発行形態 3パターン
電子処方箋運用開始以降

◼電子処方箋/紙の処方箋が選択可能

➢患者が電子処方箋を選択した場合

◼パターン1：電子処方箋

➢ 患者が紙の処方箋を選択した場合

◼パターン2：従来の紙の処方箋

➢ 電子処方箋未対応(自費・リフィル・・・)の場合

◼パターン3：従来の紙の処方箋

➢ 電子処方箋未対応(自費・リフィル・・・)の場合

◼パターン3：従来の紙の処方箋
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(参考)電子処方箋未対応のケースとは
⚫ ケース 1

患者の有効な被保険者番号(記号・番号・枝番)を確認できない場合

⚫ ケース 2

医療保険適用外の医薬品を扱う処方箋を発行する場合

⚫ ケース 3

医療保険適用外の診療時に処方箋を発行する場合

(労災、自由診療、自賠責等)

⚫ ケース 4

エラー等により電子処方箋管理サービスに登録できない場合

⚫ ケース 5

医師の指示に基づく分割調剤を発行する場合

電子処方箋管理サービスに

処方箋情報を登録できないため、

従来通り紙の処方箋を発行となります。

出典：電子処方箋管理サービスの導入に関する
システムベンダ向け技術解説書v1.7より引用
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院外処方箋発行形態ごとの業務内容
⚫電子処方箋(パターン1)

✓処方・調剤内容を含む電子ファイル(※)に電子署名を行う。

✓医師・歯科医師は患者に処方内容(控え)を渡す。

(マイナポータルでも処方内容等を閲覧できるため、

マイナポータルが普及するまでの暫定措置)

⚫紙の処方箋(パターン2・パターン3)
✓処方・調剤内容を含む電子ファイル(※)には電子署名を行わず、従来どおり紙
の処方箋に医師の押印を行う。

✓医師・歯科医師は患者に従来どおり、紙の処方箋を渡す。

※電子カルテシステムやレセプトコンピュータ等で生成されるファイル
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電子処方箋(パターン1)の印刷物
紙の院外処方箋は出力されません。
当面の間は一律、
患者に『処方内容(控え)』を渡します。
※紙、電子問わない

①引換番号
処方箋出力ごと（保険単位）に『引換番号』を印字します。
※薬局で電子処方箋管理サービスから処方箋情報を
取得する時に利用します。

(補足)
https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html
よくあるお問い合わせ（FAQ）（令和4年8月26日掲載）
NO.11の回答より

「患者は、マイナポータル上で処方内容や引換番号を確認できるようになりますが、マイナ
ポータルを利用できない場合等も考慮し、一律お渡しいただくようお願いします。」
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(イメージ)

①
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紙の処方箋(パターン2)の印刷物
※患者が紙の処方箋を選択した場合

紙の院外処方箋を出力します。
医師の押印後、
患者に『院外処方箋』を渡します。

①電子処方箋対応
処方箋情報を電子処方箋管理サービスに登録した場合、
『電子処方箋対応』と印字します。

②引換番号
処方箋出力ごと（保険単位）に『引換番号』を印字します。
※薬局で電子処方箋管理サービスから処方箋情報を
取得する時に利用します。

③医療機関内で採番している従来の処方箋番号
従来の処方箋番号の印字について
技術解説書には触れられておりません。
(電子処方箋導入後も疑義照会時に活用されるケースを想定して
従来の処方箋番号の印字を残した方が良いかもしれません。)
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(イメージ) ①
②

処方せん番号 8888 ③
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紙の処方箋(パターン3)の印刷物
※電子処方箋未対応(自費・リフィル・・・)の場合

紙の院外処方箋を出力します。

医師の押印後、

患者に『院外処方箋』を渡します。

①電子処方箋対応

処方箋情報を電子処方箋管理サービスに登録できないため、

『電子処方箋対応』と印字しません。

②引換番号

『引換番号』を印字しません。

③医療機関内で採番している従来の処方箋番号

変更なし。従来のどおり印字します。
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処方せん番号 8888 ③(イメージ)
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患者来院時の受付方法ごとの業務内容
⚫マイナンバーカード

◼同意あり
✓任意のタイミングで過去のお薬情報を参照可。

✓重複投薬等チェックを行い、過去のどのお薬が重複・併用禁忌に該当するかまで確認可。

◼同意なし
✓過去のお薬の情報は参照不可。

✓同意がなくても重複投薬等チェックを行うが、過去のどのお薬が重複・併用禁忌に該当する
かまで確認不可。

⚫健康保険証
✓過去のお薬の情報は参照不可。

✓同意がなくても重複投薬等チェックを行うが、過去のどのお薬が重複・併用禁忌に該当する
かまで確認不可。
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電子処方箋 今後の機能拡充スケジュールについて
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電子処方箋 今後の機能拡充スケジュール(案)
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今秋よりリフィル処方、口頭同意対応、マイナンバーカードを活用した電子署名等の追加機能のリリース計画あり。

また、調剤済み電子処方箋預かりサービスや院内処方への適用も検討されている。（時期未確定）

出典：第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料(2023/6/8)より引用
(https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33479.html)
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(参考)マイナンバーカードを活用した電子署名への対応について
⇒(ベンダ向けに)6月末技術解説書公開予定
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HPKI認証局及びデジタル庁において、HPKIとマイナンバーカード（以下「MNC」という。）を紐付けることで、
MNCでもHPKIの仕組みで電子処方箋への電子署名ができる仕組みを構築を検討中。
① 電子署名については、HPKIリモート署名の仕組みを用いて
医師・歯科医師・薬剤師個人の現住所を含まないプライバシー に配慮した形での署名が可能
（※）HPKI認証局への利用申請は引き続き必要（マイナポータルを活用し画面を構築予定）

② 原則MNCで１日１回PIN入力することで、処方箋発行時に自動で署名付与
（具体的な利用場面等）
➢ HPKIカードが不足する中、カード発行を待たずに、既に保有しているMNCを活用したHPKI署名が可能となる。
➢ HPKI申請時にマイナポータルやMNCを活用し、現在提出を求めている住民票（写）や身分証のコピー等が不要となる。
➢ HPKI申請からカードレス発行までに係る時間が短縮される見込みであるたため、人事異動時で急遽、

医師・歯科医師・薬剤師が電子処方箋に対応が必要となった場合に、医療機関における対応が円滑化が期待される。

出典：第１回電子処方箋等検討ワーキンググループ資料(2023/6/8)より引用
(https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_33479.html)



健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます
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ご清聴ありがとうございました


